
電磁界の健康影響に関する国際コーディネート会合（GLORE※）の開催について 

 
 GLORE会合は、各国の専門家・行政官により、電波の生体影響に関する最新の研究状況及び各国政府が

執っている施策の動向等について発表を行うとともに、今後の研究及び施策の方向性等について意見交換を
行うことにより、当該分野に関し、国際協調の推進を図ることを目的として 
平成９年より毎年開催されている。 
今回のGLORE会合では、電磁界の健康影響に関係する主要な国際機関 
（WHO、IARC、ICNIRP）の専門家３名を招聘し、電磁界における予防原則 
に関する基調講演を行っていただく予定。 

会合の目的及び背景 

 
 日時 ： １１月１５日（木）、１６日（金） 
 （１５日のみ一般公開） 
 場所 ： 品川プリンスホテル 

開催日時及び場所 

 
 今回、基調講演者として以下の３名を招聘している。 
・Emilie van Deventer 氏 （WHO国際電磁界プロジェクト事務局長） 
・Joachim Schuz 氏   （IARC環境・放射線部門長） 
・Rüdiger Matthes 氏   （ICNIRP上部委員会議長） 

 その他、日本、韓国、米国、欧州、オーストラリア、中国など各国から行政官及び専門家が参加する予定。 

参加国及び参加者 
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